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市民憲章
住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

＊自然を愛し　住みよい白石を　っくセ）ます。

＊文化を高め　美しい心を　そだてます。

＊健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

＊仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくります。

＊きまセ）を守レ）　明るい社会を　きずきます。



　
市
街
地
を
流
れ
る
白
石
川
及
び
斉

川
は
、
年
々
汚
染
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
県
の
調
査
で
わ
か
り
新
聞
等
に

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
日
小
下
倉
集
会
所
で
新
幹
線
駅

舎
の
便
所
設
置
に
伴
う
放
流
水
に
つ

い
て
の
打
合
せ
会
が
開
か
れ
、
地
元

農
民
は
現
在
斉
川
の
窒
素
量
が

○
・
六
五
P
P
M
で
あ
り
、
こ
れ
以

上
窒
素
量
が
増
え
る
と
農
業
用
水
と

し
て
使
用
で
き
な
く
な
る
の
で
取
水

口
の
下
流
に
放
流
し
て
も
ら
い
た
い

と
要
望
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
も
う

斉
川
の
水
は
農
業
用
水
に
も
使
わ
れ

な
い
ほ
ど
汚
濁
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

実
証
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
汚
濁
が
進
む
の
で
し
ょ
う
か

　
白
石
の
人
口
は
市
街
地
に
密
集
す

る
傾
向
に
あ
り
、
市
街
地
の
人
口
密

度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
年

々
生
活
の
向
上
に
よ
っ
て
、
生
活
用

水
の
使
用
量
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
．
、

こ
れ
ら
の
生
活
用
水
や
官
庁
、
事
業

所
等
の
浄
化
槽
の
排
水
な
ど
が
、
汚

水
と
な
っ
て
排
水
路
を
通
じ
、
白
石

川
や
斉
川
に
流
れ
こ
ん
で
河
川
を
汚

濁
し
て
い
る
の
で
す
。

河
川
汚
濁
を
防
止
す
る
に
は

　
こ
の
河
川
汚
濁
を
防
止
し
、
も
と

の
清
流
に
す
る
の
に
は
下
水
道
を
作

り
汚
水
を
除
外
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
．
、
下
水
道
が
で
き
ま
す
と
汚
い
川

や
堀
が
な
く
な
る
た
め
、
街
は
清
潔

に
な
り
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
も
な
く

な
り
、
伝
染
病
の
予
防
に
も
役
立
ち
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工事はこのように

いつまでもきれいな：川に
△
▽

〔

昭和54年度下水道事業施工図

嚢

糾

　暴

鍵
禦

藁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
’
／
κ
、
　
、
’
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
　
　
　
　
フ
テ
ず

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
罫
ン
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
阜
ぐ
燦
り
六
　
　
定
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ご
　
　
ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
4
き
〆
漕
引
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
パ
ど
ぐ
い
ヤ
ご
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
う
ど
“
、
禽
～
議
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
＾
奮
哩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
漆
ゐ

　
　
ヤ

　
　
　
」

至
や
3

　
　
　
　
　
　
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘

　
　
　
　
　
　
。
霜
熱 灘

鰻

鯉
簑
な
諺

へ
、

　
議

　
　
　
勘

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
糟
‘

灘
濃

鑑

㍗噛

濠
　
　
［
幾
、

塞
鍵
購

　
、
嬉
　
・
樋

騒騒

も
鰺
簿
塾
徽
昌
毒
・

．
灘
蹴
，

　
　
％
欝
；

　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
』

　
　
’
　
〕
　
　
　
’

　
　
　
ひ

翼鑛
摂
臨

擁
難

饗

灘鱗愚象「蒙

ま
す
。
ま
た
、
く
み
取
便
所
を
水
洗

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
衛
生
的
で
快

適
な
生
活
が
で
き
ま
す
。

』
質

白
石
市
の
下
水
道
事
業
の
あ
ゆ
み

繋翁

轟協

嚢

　
白
石
市
で
は
昭
和
五
十
年
度
に
基

本
計
画
を
策
定
し
、
事
業
の
認
可
を

受
け
て
事
業
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
市
の
下
水
道
は
、
下
水
道
が
使

え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
維
持
管

理
の
容
易
性
や
、
流
域
内
の
市
や
町

が
個
別
に
下
水
処
理
場
を
建
設
す
る

必
要
が
な
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
県
五
市
六
町
で
組
織
す
る
阿
武

隈
川
下
流
流
域
下
水
道
事
業
に
参
加

を
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
当
市
の
下

水
道
事
業
は
管
渠
の
埋
設
が
主
で
あ

り
、
す
で
に
昭
和
五
十
年
度
か
ら
下

流
の
最
も
管
径
の
大
き
い
幹
線
管
渠

を
埋
設
し
て
お
り
、
今
後
上
流
に
向

け
て
テ
ン
ポ
を
早
め
進
ん
で
行
き
ま

す
。

今
年
度
の
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
の
お
願
い

　
今
年
の
工
事
は
白
石
興
産
株
式
会

社
脇
の
市
道
稲
荷
小
路
線
、
国
道
一

一
三
号
線
ま
で
百
四
訂
間
、
そ
の
地

点
か
ら
国
道
一
一
三
号
線
を
直
進
し

国
道
四
号
線
ま
で
の
四
百
十
六
揖
間

青
葉
角
か
ら
市
道
白
石
小
下
倉
線
を

南
へ
百
十
冒
間
合
計
六
百
三
十
劇
を

施
行
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
国
道
一
一
三
号
線
の
工
事
は

道
路
幅
員
が
狭
い
と
い
う
こ
と
か
ら

車
輔
通
行
止
を
し
て
昼
夜
間
作
業
を

行
い
最
短
日
数
で
施
行
し
、
予
定
と

し
て
は
十
二
月
下
旬
ま
で
完
了
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
問
の
一

二
二
号
線
迂
回
路
は
大
鷹
沢
鷹
巣
の

市
道
砂
押
線
を
通
り
、
大
鷹
沢
中
学

校
裏
よ
り
県
道
白
石
丸
森
線
を
経
て

国
道
四
号
線
に
至
る
間
を
迂
回
す
る

よ
う
願
い
ま
す
。
な
お
市
内
の
車
輌

に
つ
い
て
は
工
事
個
所
を
除
き
通
行

願
い
ま
す
。

　
こ
の
国
道
二
三
号
線
部
分
が
完

成
し
通
行
止
を
解
除
し
て
か
ら
市
道

部
分
の
工
事
を
施
行
し
三
月
末
ま
で

に
は
全
工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
こ
の
通
行
止
め
に
よ
っ
て
現

在
白
石
ー
角
田
間
を
運
行
し
て
い
る

国
鉄
定
期
バ
ス
は
、
本
郷
踏
切
手
前

東
側
の
市
道
東
通
り
線
を
迂
回
し
、

柳
町
踏
切
を
通
り
白
石
駅
に
出
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
通
行
止
の
期
間

長
町
停
留
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
駅
前
停
留
場
を
利
用
下
さ
い
。

3



票わたしの声を国政に

投票日
10月7日

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査

のこ

　衆議院議員総選挙と最高裁判所裁判官国民審査が10

月7日に行われます．

　投票目の午前7時、午後1、5時に打ち上げ花火で

合図しますから、有権者の皆さんは候補者の政見など

を覧よく見、よく聞き、よく考えて、みんなそろって投

票いたしましょう．

　候補者の氏名、経歴、政見などを知ってもらうため

に、市内229カ所にポスターが掲示され、選挙公報ガ

各家庭に配布されております．

　
　
隣

鑑

麟
μ

　
　
　
靴

　
馬
ず

　
・
繋
脚
、

またテレビやラジオで政見放送が行われます。

選挙についての問い合わせは白石市選挙管理委員会

且5～21iI内線160・161番）へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，1　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　騒　　　　　　　　　　　　　　　　　　，1　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　圃　　　　　　　　　　　　　　　　】　　　　　　　　　　　　　　　饗　　　　　　　　　　　　　　　閣　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　，1　　　　　　　　　　　　　　】　　　　　　　　　　　　　　【　　　　　　　　　　　　　】　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　霞　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　【　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　，1　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　【　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　，1　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　R　　　　　　　　　岡　　　　　　　　　】　　　　　　　　興　　　　　　　　■　　　　　　　　】　　　　　　　闘　　　　　　　】　　　　　　　】　　　　　　【　　　　　　■　　　　　　一　　　　　闘　　　　　】　　　　暉　　　　臼　　　　ビ　　　】　　　門　　　■　　一　　胃　　■　鯉　門　】一【一

投
　
　
票

　
投
票
の
際
の
投
票
用
紙
は
、
衆
議

院
議
貝
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
の
二
種
類
で
、
衆
院
選
は

白
い
用
紙
に
黒
の
イ
ン
ク
で
印
刷
し

て
い
ま
す
が
、
国
民
審
査
の
万
は
、

白
い
投
票
用
紙
に
赤
色
イ
ン
ク
の
文

字
印
刷
、
八
入
の
裁
判
官
の
氏
名
が

印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
や
め
さ
せ
た
い
裁
判

官
の
み
×
印
を
記
入
し
、
そ
の
ま
ま

裁
判
官
と
し
て
適
正
で
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
は
何
も
記
入
し
な
い
で
、

空
白
の
ま
ま
投
票
す
れ
ば
よ
い
の
で

す
。
間
違
っ
て
○
印
を
つ
け
る
と
無

効
に
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

　
投
票
日
の
十
月
七
日
に
職
務
、
業

務
、
や
む
を
得
な
い
用
務
又
は
事
故

や
病
気
、
そ
の
ほ
か
や
む
を
得
な
い

理
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
で
き
る
の
は
、
衆
議
院
議
員

選
挙
は
九
月
十
七
日
か
ら
十
月
六
日

ま
で
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
は
九
月
二
十
七
日
か
ら
十
月
六
日

ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
の
間
で
き
る
こ
と
に
な
っ

で
、
い
ま
す
。

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
印
鑑
を
持

参
し
て
、
理
由
を
の
べ
て
宣
誓
を
す

れ
ば
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

入
　
場
　
券

　
投
票
所
入
場
券
は
、
す
で
に
郵
送

に
て
配
布
ず
み
で
す
が
、
ま
だ
お
手

も
と
に
届
か
な
い
場
合
は
、
市
選
挙

菅
理
委
員
会
へ
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
は
二
名
記
載
用
は
が
き
で

あ
り
ま
す
の
で
各
自
切
り
は
な
し
持

参
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
投
票
日
当
日
入
場
券
が
な
く

て
も
投
票
で
き
ま
す
、

選
　
挙
　
権

　
衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
は
日
本
国

民
で
満
二
十
歳
以
上
の
方
が
有
し
ま

す
。
　
（
昭
和
三
十
四
年
九
月
二
日
ま

で
に
生
れ
た
人
）

　
今
回
使
用
す
る
選
挙
八
名
簿
は
昭

和
五
十
四
年
九
月
一
日
（
基
準
日
）

現
在
調
整
の
名
簿
で
、
昭
和
五
十
四

年
六
月
］
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、

引
続
き
白
石
市
に
居
住
し
て
い
る
人
。

棄
権
防
止
に
ご
協
力
を

　
今
回
行
わ
れ
る
衆
議
院
議
員
選
挙

に
は
、
前
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の

投
票
率
七
九
・
五
四
皆
を
う
わ
ま
わ

る
よ
う
隣
近
所
の
入
を
お
誘
い
あ
っ

て
投
票
い
た
し
ま
し
よ
う
。
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白
石

白
石
バ
イ
パ
ス

交
通
規

　
白
石
市
民
の
待
望
久
し
か
っ
た
白

石
バ
イ
パ
ス
が
昭
和
四
十
七
年
九
月

着
工
以
来
七
年
の
歳
月
を
要
し
五
・

七
糠
が
完
成
し
、
九
月
十
四
日
全
線

開
通
祝
賀
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
っ
て
沿
線
住

　宵［｝

。
鴛
、
々
密
腺

唖告

民
の
震
動
、
騒
音
な
ど
幾
多
の
社
会

的
な
不
安
と
危
険
が
一
気
に
解
消
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
バ
イ
パ
ス
開
通
に
伴
い
次
の

よ
う
に
交
通
規
制
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

台
一

仙
一

，一

．
。
　
尋
「

初臼lc

夢飢

小

原

穣

凋
、
6

＼
礪腿轟

麹r
大平

桑
光
母
物
欝

’

蝿匙

　　凡　　　　例

奪鷹無：驚
《＿⑳→1最高速度30km

　　　一一一二」∠13し以上の貨物鋤車通行禁止

懸4騨車通行禁止

（百〕｛曾り指定方向外通行禁止

　『 †一一　　　　』一冒－』『
　▽　　　一　時　停　止

　　一 一”一 一一 一一一

　　　1駐車禁止

0

日

白石バイパス

交通規制図

至小原

　　マ「

一

コ
「

山ロ

　　坂白石

固見lc

駅

　大河原

　　ロド

福島
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省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
テ
ー

マ
の
も
と
に
第
十
一
回
消
費
生
活
展

と
不
用
品
活
用
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。　

資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
わ
た
し

た
ち
共
通
の
財
産
で
す
。
そ
の
資
源

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
、
わ
た
し

た
ち
の
生
活
は
向
上
し
て
き
ま
し
た
、

　
し
か
し
地
球
上
の
資
源
は
有
限
で

あ
り
、
わ
が
国
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
海
外
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
限
ら

れ
た
物
を
大
切
に
使
う
、
生
か
し
て

使
う
、
で
き
る
だ
け
捨
て
な
い
、
使

い
終
っ
た
も
の
を
な
る
べ
く
回
収
し

再
生
し
て
活
用
す
る
と
い
う
考
え
方

や
生
活
習
慣
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。消

費
生
活
展

○
日
時

　
十
月
十
七
日
　
十
一
時
～
十
七
時

　
　
　
十
八
日
　
九
時
～
十
五
時

○
場
所
　
市
民
会
館

○
内
容

○
パ
ネ
ル
展
示

○
物
価
の
比
較
動
向

家
庭
で
多
く
使
う
商
品
を
十
四
品
目

え
ら
び
、
価
格
調
査
を
行
っ
て
h
ま
す
。

昨
年
と
の
比
較
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
の
物
価
の
動
き
な
ど
。

○
家
庭
燃
料
の
実
態
調
査
か
ら

家
庭
の
燃
料
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が

使
用
さ
れ
て
い
る
か
、
又
そ
の
使
用

量
な
ど
を
ま
と
め
ま
し
た
。

○
ゴ
ミ
問
題

買
物
時
に
い
た
だ
く
紙
袋
、
食
品
容

器
、
包
装
容
器
の
実
態
調
査
を
白
石

消
費
者
の
会
が
ニ
カ
月
間
行
い
そ
の

結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

○
消
費
生
活
相
談

○
消
費
相
談
事
例
と
苦
情
商
品
展
示

○
更
生
品
の
展
示

○
電
気
製
品
の
安
全
点
検
と
修
理

寒
さ
に
向
い
電
気
毛
布
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
。
ご
心
配
な
方
は
、
こ
の

際
安
全
点
検
を
ど
う
ぞ
、
時
間
は
か

か
い
ま
せ
ん
。

○
修
理
コ
ー
ナ
ー

市
内
電
気
商
業
組
合
の
ご
協
力
に
よ

り
行
い
ま
す
。
但
し
部
品
代
は
自
己

負
担
と
い
た
し
ま
す
。

　
電
気
器
具
な
ら
何
ん
で
も
相
談
下

さ
い
。

○
試
食
コ
ー
ナ
ー

○
不
用
品
活
用
会

十
月
十
七
日
　
十
一
時
～
十
五
時

資
源
愛
護
の
た
め
自
分
の
所
で
使
わ

ず
に
押
し
入
れ
に
し
ま
い
こ
ん
で
あ

る
も
の
の
中
で
、
ま
だ
、
利
用
出
来

る
も
の
が
あ
っ
た
ら
、
提
供
し
て
下

さ
い
。
必
要
な
人
に
活
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
消
費
者
の
会
が
中
心
に
な

っ
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
使
用

す
る
人
の
身
に
な
っ
て
役
立
つ
も
の

で
あ
れ
ば
お
引
受
い
た
し
ま
す
。
す

で
に
中
学
生
男
子
制
服
二
十
着
提
供

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
品
で

す
か
ら
ご
利
用
下
さ
い
、
、

○
出
品
物

家
具
、
台
所
用
品
、
玩
具
、
電
気
器

具
、
衣
類
な
ど
、

0
搬
入
日
　
原
則
と
し
て
十
月
十
二

日
ま
で
。

○
搬
入
場
所
　
市
役
所
市
民
相
談
室

個
人
で
搬
入
の
出
来
な
い
方
、
詳
細

を
知
り
た
い
方
は
智
五
～
二
一
一
一

内
線
一
二
七
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

○
価
格
　
消
費
者
の
会
で
決
め
る
こ

と
を
原
則
と
し
ま
す
が
販
売
価
格
希

望
の
方
は
申
し
出
て
下
さ
い
。

　
売
上
げ
代
金
は
即
日
又
は
翌
日
計

算
し
お
渡
し
し
ま
す
。
た
だ
し
売
上

げ
代
金
の
一
割
を
手
数
料
と
し
て
い

た
だ
き
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
即
売
コ
ー
ナ
；

　
生
産
地
か
ら
野
菜
を
十
品
目
共
同

購
入
し
販
売
し
ま
す
。

回
収
の
使
い
み
ち
は

　
公
害
の
な
い
粉
石
け
ん
、
ぬ
る
ま

湯
で
と
か
し
て
お
使
い
下
さ
い
。

　
台
所
ク
レ
ン
ザ
ー

○
回
収
コ
ー
ナ
；

資
源
の
再
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に

回
収
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　
古
雑
誌
、
古
新
聞
、
ボ
ロ
、
空
缶

空
び
ん
な
ど
は
再
利
用
、
再
資
源
化

で
き
る
も
の
で
す
。
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種

類

ボ

口

古

紙

①
び
　
　
ん

②
び
ん
く
す

鉄
　
く
　
ず

用
途
の
例

工
場
の
機
械
ふ
き
、
ふ
と
ん
綿
、

毛
製
品
、
毛
布
な
ど
、
そ
の
他

自
動
車
の
ク
ッ
シ
ョ
ン

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
、

そ
の
他

靴
箱
、
洗
剤
箱
、
チ
リ
紙
マ
ン
ガ
本

①
回
収
し
て
く
り
返
し
使
用
す
る

②
ガ
ラ
ス
と
し
て
新
し
い
ビ
ン
の
材
料
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他

土
木
建
築
の
鉄
筋
や
鉄
骨
。

ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
、
そ
の
他

機
械
、
船
舶
、
車
両
。

　
当
日
空
缶
一
個
、
一
冊
の
古
本
あ

り
ま
し
た
ら
持
寄
り
下
さ
い
、
ま
と

め
て
回
収
し
ま
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
の
集
団
回
収
を
お

ず
す
め
し
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
回

収
業
者
に
渡
す
よ
り
量
が
多
く
、
能

率
が
上
り
ま
す
。
住
ん
で
い
る
町
内

の
人
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し

よ
う
。

　
集
団
回
収
の
心
得

①
回
収
業
者
と
の
打
合
せ
を
よ
く
し

　
ま
し
ょ
う
。

②
集
積
場
所
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

③
一
定
の
日
時
を
定
め
ま
し
ょ
う
。

④
品
目
別
に
細
か
く
分
け
て
た
く
さ

　
ん
集
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
長
続
き
さ
せ
る
た
め
に
役
割
を
分

　
担
し
ま
し
ょ
う
。

…
国
保
税
磯
厳
毒
蟻
駕
鎌
…
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
保
シ
リ
ー
ズ
②

老
人
医
療
費
は
本
当
に
無
料
？

　
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
病

気
に
な
っ
た
ら
安
心
し
て
お
医
者
さ

ん
で
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。
お
年
寄

り
は
お
金
を
窓
口
で
支
払
わ
な
く
て

も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
ま
す
。

　
で
も
、
誤
解
し
な
い
で
下
さ
い
。

そ
の
医
療
費
の
大
部
分
は
、
み
な
さ

ん
が
（
国
保
税
）
を
出
し
合
っ
て
国

保
で
支
払
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
医
療
費
は

　
　
増
え
続
け
て
い
ま
す

　
　
昭
和
五
十
三
年
度
お
年
寄
の
医

療
費
は
一
入
当
り
、
二
十
五
万
一
千

百
二
十
九
円
で
す
が
こ
れ
は
、
お
年

寄
り
以
外
の
人
の
三
・
一
倍
に
あ
た

り
ま
す
。

　
お
年
寄
り
の
人
口
は
、
ま
す
ま
す

増
え
る
見
込
み
で
す
。

　
そ
れ
に
応
じ
て
、
増
え
続
け
る
医

療
費
を
ど
う
や
っ
て
賄
っ
て
い
く
か

が
将
来
に
か
け
て
の
大
き
な
課
題
と

な
り
ま
す
。

療養諸費（医療費）に占める老人の割合

　　　　　　　　　　（保険者負担分爾

老人　’

　30暁

、
＼
／

舳ア窪噛
一医療嚢一

讐77攣

　／
／

744，168，342円

　　　　　　　69．1％

＼
　＼、

毛人嘘重

国保笙
、
8

ク

σ
　
σ
　
　
6

　
‘

被保険者に占める老人の割合

　　　　　　禰聯・

だ　　　ゼ

騰奪鰍
ざド

緯轡
⑱瀞鉱

16．822人

89，9％

受診件数に占める老人の割合

逝入

2蒙9〆

24㈱件

／

褻診件数」

24射件

87，831f牛

　　　78．］．％

／
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みんなで参加しよう

　
市
体
育
協
会
、
市
公
民
館
主
催
に

よ
る
第
五
十
一
回
市
民
体
育
大
会
を

十
月
十
日
（
雨
天
十
四
日
）
に
、
白

石
第
二
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
行
い
ま
す
。

　
町
内
、
地
区
対
抗
、
個
人
競
技
、

団
体
競
技
な
ど
の
趣
向
を
こ
ら
し
た

競
技
種
目
に
熱
戦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
参

加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
内
、
地
区

の
た
め
に
観
戦
、
御
声
援
く
だ
さ
い
。

入
場
行
進

参
加
チ
ー
ム
十
名
以
上
参
加
占

点
を
与
え
、

を
加
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
…
一

十
名
増
す
ご
と
に
］
点

た
だ
し
最
高
三
点
ま
で

　　　　　　　　　　　　麟

　　　　　　　纒
叢

と
す
る
。
小
、

と
す
る
。

　
競
技
種
目

中
学
生
は
選
手
の
み

A
、
町
、
各
地
区
対
抗
（
同
一
人
が

　
ω
、
回
の
中
か
ら
一
種
目
ず
つ
選

　
べ
る
）

←D

①
年
代
リ
レ
ー
、
六
十
歳
代
三
十

　
眉
、
五
十
歳
代
七
十
后
、
四
十
歳

　
代
百
后
、
、
三
十
歳
、
二
十
歳
百

　
五
十
層

　
②
二
百
歳
リ
レ
ー
　
四
名
で
一
チ

　
ー
ム
（
一
入
五
十
好
）
、
年
齢
合

　
計
が
二
百
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
③
八
百
“
リ
レ
ー
　
六
名
で
｝
チ

　
ー
ム
（
小
学
女
子
、
男
子
百
訂
、

　
中
学
生
女
子
、
男
子
百
肩
、
　
一
般

蛉，

郊〆

鈎

、
、
姦

曝鄭

躍
』
菱
粥

麟
穐
㌃

女
子
百
虹
、
一
般
男
子
二
百
駐
と

す
る
。

④
二
百
釘
釣
り
物
リ
レ
ー
、
女
子

四
名
で
一
チ
ー
ム
（
年
齢
制
限
な

し
）
で
、
な
べ
、
ヤ
カ
ン
等
を
釣

っ
て
一
入
五
十
駐
の
リ
レ
ー

㈲
⑤
玉
入
れ
競
技
　
女
子
二
十
名
以

　
内
と
す
る
。
年
齢
制
限
な
し
、
高

　
さ
四
冒
と
し
て
一
分
間
競
技
で
、

　
リ
ー
グ
戦
は
し
な
い
で
、
玉
数
の

　
多
い
順
で
順
位
を
決
め
る
。
参
加

　
点
一
点
を
加
え
る
。

　
⑥
綱
引
競
技
　
男
子
十
五
名
以
内

　
と
し
、
十
五
秒
間
で
勝
負
を
決
す

　
る
。

B
、
継
走
の
部

　
⑦
兄
弟
リ
レ
ー
　
小
学
生
以
上
の

　
血
族
三
名
に
よ
る
三
百
観
リ
レ
ー

　
⑧
親
子
三
代
リ
レ
ー
　
直
系
祖
父

　
母
三
十
ド
唄
、
父
母
百
后
、
孫
五
十

　
U
の
三
名
一
組
の
リ
レ
ー

　
⑨
親
子
リ
レ
ー
　
小
さ
い
子
供
五

　
十
層
、
母
五
十
后
、
大
き
い
子
供

　
五
十
肩
、
父
五
十
層
の
二
百
尼
リ

　
レ
ー
。
　
（
⑦
⑧
に
出
た
も
の
は
、

　
こ
れ
に
出
場
で
き
ま
せ
ん
）

　
⑩
お
し
ど
り
競
争
　
夫
が
五
十
析

　
走
り
、
孝
、
の
地
点
か
ら
腕
を
く
ん

　
で
五
十
麿
走
り
、
こ
こ
か
ら
夫
婦

　
が
顔
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
あ
て
・
て

　
五
十
后
走
リ
ゴ
ー
ル
す
る
百
五
十

　
后
競
争
．

　
⑪
職
場
対
抗
リ
レ
ー
　
男
子
三
名

　
　
（
二
人
百
紅
、
　
一
入
百
五
十
眉
）

　
女
子
一
名
（
五
十
橿
）
の
四
名
で

　
チ
ー
ム
を
構
成
す
る
四
百
肩
リ
レ

C
、
個
人
種
目
（
一
入
一
種
目
）

　
⑫
百
岩
　
男
、
女
の
タ
イ
ム
レ
ー

　
ス
と
す
る
。
Q
高
校
、
大
学
、
一

　
般
○
小
学
生
（
各
地
区
男
女
二
名

　
以
内
と
し
男
女
別
に
編
成
す
る
）

　
○
中
学
生
（
小
学
生
と
同
様
）

　
⑬
老
い
て
ま
す
ま
す
健
脚
　
六
十

　
五
歳
以
上
の
男
女
に
よ
る
四
キ
ロ

　
后
歩
行
。

　
⑭
ウ
ー
メ
ン
味
見
競
争
　
女
子
種

　
目
で
、
二
十
冒
走
リ
ウ
ー
メ
ン
を

　
食
べ
空
丼
と
は
し
を
も
っ
て
三
十

　
后
走
り
ゴ
ー
ル
す
る
。
年
齢
制
限

　
な
し
。

　
⑮
ボ
ー
几
せ
お
い
競
争
　
か
こ
を

　
せ
お
い
、
三
十
レ
料
走
り
、
ボ
ー
ル

　
を
一
度
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
、
か
ご
に

　
入
れ
ゴ
ー
ル
す
る
。

D
、
団
体
競
技

　
⑯
マ
ス
ゲ
ー
ム

　
○
花
笠
音
頭

　
○
ア
メ
リ
カ
ン
・
パ
ト
ロ
ー
ル

　
○
ゆ
か
い
な
仲
間

　
○
民
謡
お
ど
り

　
○
大
東
京
音
頭

　
○
白
石
音
頭
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犬
の
登
録

　
犬
を
飼
、
つ
こ
と
仁
な
る
と
、
狂
犬

病
予
防
法
と
い
う
法
律
に
も
と
づ
い

て
、
犬
鑑
札
と
注
射
済
の
二
つ
の
鑑

札
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
飼
い
主
の
社
会
に
対
す

る
一
つ
の
大
き
な
義
務
で
、
絶
対
に

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

法
律
に
よ
り
、
市
役
所
へ
飼
い
犬
の

登
録
を
し
ま
す
。
こ
れ
に
該
当
す
る

犬
は
血
統
書
な
ど
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
　
す
べ
て
の
犬
で
生
後
三
カ
月

以
上
の
も
の
で
す
。
手
続
き
が
済
む

と
鑑
札
（
登
録
票
）
が
交
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
首
輪
な
ど
に
つ
け

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
予
防
接
種
の
受
け
方

　
畜
犬
登
録
を
し
た
犬
は
、
春
と
秋

の
二
回
、
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
予
防
接

種
を
受
け
る
と
保
健
所
か
ら
注
射
済

票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鑑
札
も

登
録
票
と
い
っ
し
ょ
に
犬
に
つ
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
鑑
札
を
う
け
て
い
な
い
場
合

　
飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
つ
け
て

い
な
い
犬
は
、
全
部
無
条
件
で
抑
留

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取

締
ら
れ
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
非
常

に
き
つ
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、
万
一

の
こ
と
を
思
う
と
、
ぜ
ひ
二
つ
の
鑑

札
だ
け
は
受
け
て
責
任
を
は
た
し
ま

し
よ
・
つ
。

　
犬
の
死
亡
及
び
所
有
権
の
放
棄
を

し
た
場
合
は
必
ず
市
衛
生
課
ま
た
は

出
張
所
、
分
室
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
、

昭和54年度第2回犬の登録
並びに狂犬病予防注射日程表

獣医師

笹　谷源二郎

好斉藤

笹谷源二郎

”

保科善久

好斉藤

笹　　谷　　源二郎

好斉藤

’ノ

”

　　時　　　問

　8：30～10　：30

10＝50－12　100

13：10～14：00

14　：30～16　：00

　9：00～10：30

10：40～11　：50

13：00～13：40

14　：00～15　：30

　9：30～9：50

10：00～10　：30

10：40～11　：00

11　：10～11：40

13：00～14：00

14：20～14：50

15：00～15：20

L5　：30～16　：00

　9：00～9：40

10：00～11：30

13：10～14：00

14　120～14　：50

15：1）0～15；30

　9：00～10　：30

10：40～11　：30

　9　：30～1［）：00

10：20～ll　：40

13：10～13：41）

14：00－15：30

　9：00～10：00

10　：30～11　：30

13　13（｝一15　：00

　9：30～10　：30

10：40～11　：20

13：00～14：30

　9；30～10：30

10：40～11　：〔）0

11　：2Q～12　：〔）0

13：20～14二〇〇

　9　130～IO：00

10二　15～11　：30

11：40～12：00

13：10－14　：30

　9：40～10：00

10　：30～11　：00

11：10～11　：40

11　：45～12：00

13：20～14100

　場　　　　　所

白石市健康センター前

中央公園内

田町会館前

中央公民館前

鷹ノ巣菊地忠四郎宅前

寿山集会所前

八幡神社前

郡山元畜産開発公社前

上戸沢公会堂前

下戸沢　’ノ

冷清水　”

赤井畑停留所前

小原出張所前

新町停留所前

石屋前

小原かつら屋前

大平5区集会所前

大平分室前

大鷹沢出張所前

中ノ内集会所前

耳取停留所前

斉川出張所前

中斉川集会所前

内親生活センター前

白川出張所前

津田小野商店前

犬卒都婆集会所前

越河部落集会所前

越河公民館前

越河駅前

北区木須商店前

平林商店前

福岡分室前

滝ノ下会館前

原作業所前

弥治郎集会所前

鎌先詰所前

大網集会所前

八宮生活センター前

西区上集会所前

南区木須商店前

川原子停留所前

不忘関商店前

岡部檜雄宅前

下ノ集乳所前

三住元開拓農協前

曜月日実施地区

月

召54

0．8

火9

白石

木11ノ1・原

金12
大平

大鷹沢

土13斎　III．

月15白　川

火16越河

水17

木18

金19

土20

福岡

9



【
彰
、

正しい計量豊かな暮し

　計量器定期検査

表程日

検査場検査受付時間実施市町村年月日

越河公民館～12時午前11時越河白石市54，10，11

斉　III〃午後1時30分～2時30分斉　川〃〃

池田商店前一12時午前10時下戸沢”10．12

小原公民館午後1時30分～2時30分・1・原〃〃

大平’1午前10時30分～12時大平”10．15

大鷹沢”午後1時30分～2時30分大鷹沢〃〃

白　川”午前10時30分～12時白　川10．16

福岡’1午後1時30分～2時30分福岡〃〃

白石市役所午前10時30分～2時30分市内〃10．17

〃
Fl

”10，18

”午前10時30分～12時10．19

表程日

　
年
に
一
度
の
計
量
器
走
期
検
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
検
査
を
受
け
な

い
と
以
後
計
量
器
の
使
用
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
期
間
中
に
必
ず
検

査
を
受
け
て
下
さ
い
。
な
お
光
電
式

は
か
り
は
所
在
場
所
検
査
と
な
り
ま

す
。　

計
量
は
私
達
の
生
活
の
中
で
大
切

な
役
目
を
は
た
し
て
い
ま
す
。
正
し

い
計
量
器
を
、
正
し
く
使
っ
て
正
し

く
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
商
工

観
光
課
溶
五
－
二
一
一
一
内
線
二
〇

一
へ

Q
　
　
O

　　　5C

　　　7C

　　l1C

　　20C

　　15C

　　290

　　2些0

　　35（

　　57C

　　99（

1，730

塾巫巡型鯉14，10〔

　　　6〔

数　　料
　　　　　　　　力
　　　　　　　　1感量がひょう量の10，000を
起えるもの
感量がひょう量の㎡もの
秤量　　　20k以
”　　50k　〃
〃　100k　〃
〃　100kgをこえるもの

年
類種

んび天

りか1ま棒

〃　　　1t　〃
〃　　　2t　〃
〃　　　 5t　”
〃　　10t　〃
〃　　 20t　”
〃　　 30t　1’
〃　　 40t　〃
〃　　 50t　”

等比皿手動はあり
不等比皿手動はかり

台手動はか「）

50tをこえるもの
　　18，　00

示示はかり
10
19
31
53
75

里皿廻巫60

16

　　1t　〃
　　2t　〃
　　5t　〃
　10t　〃
　20t　〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

”

ヒ〕

指示はか
（直線目盛外）

円

0
0
0
0

0
0
0
0

7
3
0
0

8
0
4
8

　
　
の

　
　
も

　
　
る

　
　
え

下
　

こ

以
，
，
を

0
0
0
0

光電式はかり
手動指示
併用はかり

祭業曲
辰

容内所場問時日名事行

出品物一般公開白石市立白石第19：00～16：3010

〃小学校体育館9：00～14：0011

第1部農林産物共

進会及び即売会

審査、即売会及び一般公開白石家畜市場9＝00～16：0016・176
第2部　家畜共進会及

び即売会
生活用品総合展示会白石市農協会館9：00～16：0010

利酒会、車輔診断〃9：00～14：0011

第3部農業と農協

　　　展

一般公開白石市民会館
0
　
0

0
　
0

6
　
4

～
　
～

0
　
0

0
　
0

9
　
9m

n
第4部生活改善展

〃
ノ1’1’1白石物産展第5部

ノ1

白石市立白石第1

家庭バレーボール
ソフト，ボ、一ノレ

のど自慢大会、郷土芸能

小学校体育館
白石中学校体育館
白石市営球場
市民会館大ホール

〃〃
第6部書写及び

展画絵

9：00～16：00

3　＝30～15　：30
0　二〇〇～12　：30

10

m
n

レクリェーショ

ン

第7部

1，0

消費生活モニター

小売価格調査結果（白石市）

月
比

前

格
対
価

均平最低最高銘柄規格名贔

㊤％
　O，4

㊤円
　　1，1

249．3245250上　白1kg糖砂

00448．6380500
本醸造上級濃口
2ε（瓶代含み）

しょうを由

△0．5△2．8522．94805501650g〔1．8e〕天ぷら油

0o162．9120175薄力粉・一等級
1k9小麦粉

00121．4110140並食・一斤ンパ食

0，82．8357．1345370

0．7O，457．55560

雪印カルトン入
225g

中華めん
JAS－100g

「タず
、ノ

即席ラー

メ　　ン

0，61．2204，0190215ノフト　・225gマーカ11ン

0
・0346．0330350並一皿

カレー
ライス

△1．6△3．3200．O200200杯け
ん

　
ど

か
う

5，857．21042，99001．400

△3，6△166．64450．04．0005．000

小学生調髪

1洗髪を含む1一回

コールド（ショートカット及

ひセソト含1一回

理髪料

5．998．8工，781．31，5691、990mヨ5

ノぐ一マ
ネント代

プロノぐン

ガ　 ス

10．9113．41，041，49001．10018質配達料含み1～由灯

談相例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
材
料
〔
四
人
分
｝
　
鶏
も
も
肉
、

味
自
慢
鮒
難
鞍
腰
軽
超

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
み
一
個
、
ピ
ー
マ
ン
ニ
個
、
か
た
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
鶏
に
響
・
し
ょ
う
紳
酒
●
か
た
ー

　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
粉
・
塩
・
こ
し
ょ
う
各
々
少
々
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
わ
せ
た
中
に
つ
け
、
と
き
ど
き
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
味
を
し
ま
せ
る
。
生
し
い
た
け

は
大
さ
じ
一
杯
の
し
ょ
う
油
・
砂
糖

と
で
い
り
つ
づ
け
る
。
卵
は
し
ょ
う

油
大
さ
じ
二
杯
で
色
が
つ
く
ま
で
つ

け
f
、
お
き
油
で
揚
げ
る
。

鶏
肉
は
か
た
く
り
粉
を
つ
け
て
揚
げ
、

玉
ネ
ギ
と
ピ
ー
マ
ン
も
サ
ッ
と
揚
げ

る
。次

に
油
を
熱
し
て
材
料
を
全
部
加
え

て
ス
ー
プ
を
加
え
、
調
味
料
を
入
れ

て
味
が
し
み
る
ま
で
煮
て
、
仕
上
げ

に
か
た
く
り
粉
を
と
き
と
ろ
み
を
つ

け
て
仕
上
げ
る
。
器
に
鶏
肉
と
卵
を

盛
り
、
野
菜
を
盛
合
せ
て
仕
上
げ
る
。

定
お気軽においで下さ

　　　　内　　　　　　容

結婚、離婚、遺産相続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等。

国や県、市など役所の行う仕事について困

っていることや希望等。

場所間時日相談相談区分

市役所10：00～12：005人権擁護相談

ノ110：00～12：005行政相談

市民の日常の生活上の困『）ごと。ノノ10：00～12：0015・255生活相談

健康保険、船貝保険、厚生年金など〃9：30～15：0022社会保険相談

60歳以上の方の職業斡旋。〃10：00～14：00162高齢者職業紹介

税金などに関すること。〃10　：00～16　：0015税務相談

買物苦情、消費生活一般。〃9：00～16：00毎週水木金消費生活相談

補聴器の修理、調整などノ1

3：00～14：00254補聴器巡回
サービス
1」1



さんく

川）

上と
（百歳、斎

村

　
「
鶏
さ
エ
サ
け
で
、
風
呂
を
沸
か

す
の
が
毎
日
の
仕
事
え
」
と
い
う
と

　
　
　
へ
　
ウ

尋
嘉

　
　
　
焦

，
卿

y
｛

ノ
く
さ
ん
（
明
治
十
二
年
三
月
十
四
日

生
）
。
今
年
で
め
で
た
く
満
百
歳
を

迎
え
、
白
石
の
長
寿
ナ
ン
バ
L
ワ
ン

で
あ
る
。

　
最
近
ま
で
は
、
畑
の
草
と
り
、
稲

刈
り
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
元
気
よ

さ
で
今
で
も
毎
日
よ
く
動
き
回
っ
て

い
ま
す
。
　
「
動
く
こ
と
」
と
、
　
「
昼

食
後
の
二
時
間
の
眠
り
」
が
長
生
き

の
ひ
け
つ
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
苫
し
か
っ
た
こ
と
は
、
夫
の
清
三

郎
さ
ん
に
早
く
先
だ
た
れ
、
苦
労
し

て
育
て
た
息
子
を
戦
争
で
亡
く
し
た

こ
と
が
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
と
い

・
つ
。

　
う
れ
し
い
こ
と
は
、
今
、
孫
九
入
、

ひ
孫
十
一
人
、
や
し
ゃ
ご
一
入
に
取

り
囲
ま
れ
、
毎
日
お
い
し
く
食
事
が

で
き
、
元
気
に
体
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
、
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
去
年
、
斎
川
小
学

　
　
　
　
　
　
校
の
六
年
生
全
員
が

　
　
　
　
　
　
と
く
さ
ん
の
長
寿
を

愁、

祝
い
、
と
く
さ
ん
を

絵
に
書
い
て
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
し
ま
し
た
。

　
国
、
県
や
市
か
ら

も
、
と
く
さ
ん
の
満

百
歳
を
祝
い
、
こ
れ

か
ら
も
健
康
で
ま
す

ま
す
長
生
き
さ
れ
る

願
い
を
こ
め
て
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

司芝

か
奪
き
あ
娯
ご
撤

⑱
菅
野
新

ほ
が
の
人
が
み
だ
ら
ビ
ッ
チ
に
な
れ

　
む
が
す
、
む
が
す
、
あ
る
大
き
な

つ
ぐ
　
　
ざ
か
や
　
　
　
　
　
や
さ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
　
が

造
に
酒
屋
に
、
矢
作
ど
い
う
、
馬
鹿

ま
ず
め
な
手
間
ど
り
が
、
え
だ
ん
だ

ど
、
酒
蔵
の
う
し
ろ
さ
、
そ
こ
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

（
こ
っ
そ
り
）
、
カ
メ
コ
ば
埋
げ
で

　
　
　
　
ま
え
に
ず

お
え
で
、
毎
日
、
も
ら
っ
た
手
間
つ

ん
ば
、
入
れ
で
お
ぐ
の
が
、
な
に
よ

り
の
楽
す
み
だ
っ
た
ん
だ
と
。

　
あ
る
晩
げ
の
ご
ど
、
お
が
み
さ
ん

が
、
か
ん
じ
ょ
（
便
所
）
さ
起
じ
で

え
っ
た
っ
け
エ
（
起
き
て
行
っ
た
ら
）

酒
蔵
の
う
し
ろ
が
ら
、
や
っ
し
ゃ
ね

i
（
や
る
せ
な
い
）
よ
う
な
声
が
、

聞
こ
え
で
き
た
ん
だ
ど
。
な
ん
だ
べ

ー
ど
思
っ
て
、
そ
こ
っ
と
、
ま
が
っ

て
見
だ
っ
け
エ
、
矢
作
が
、
カ
メ
コ

が
ら
、
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
跳
び
出
し

て
く
る
ビ
ッ
チ
（
蛙
）
さ
向
が
っ
て
、

　
や
さ
ぐ

「
矢
作
だ
、
矢
作
だ
。
ビ
ッ
チ
に
な

っ
て
す
ま
っ
て
、
な
ん
つ
ー
ご
っ
た

（
な
ん
と
い
う
こ
と
だ
）
。
ほ
が
の

人
が
見
だ
ら
、
ビ
ッ
チ
に
な
っ
て
ん

べ
す
（
な
っ
て
い
な
さ
い
）
お
れ
が

　
　
　
　
ぜ
に

見
だ
ら
、
銭
コ
に
な
っ
て
ろ
っ
て
、

あ
の
ぐ
ら
え
、
ゆ
っ
た
の
に
な
あ
。

ビ
ッ
チ
に
な
っ
て
す
ま
っ
て
な
ん
つ

ー
ご
っ
た
。
さ
あ
、
早
ぐ
、
銭
コ
に

な
れ
、
銭
コ
に
な
れ
」
ど
、
泣
じ
泣

じ
、
ゆ
っ
て
だ
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、

（
そ
れ
で
）
、
お
が
み
さ
ん
は
す
っ

か
り
、
も
ぞ
こ
ぐ
な
っ
て
、
よ
っ
ぽ

ど
、
声
ば
掛
け
ん
べ
ー
ど
思
っ
た
げ

ん
と
も
（
思
っ
た
が
）
、
ほ
の
晩
げ

ば
、
見
ね
1
振
り
す
て
寝
だ
ん
だ
ど
。

　
つ
ぎ
な
さ
（
次
の
朝
）
、
お
が
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

さ
ん
が
、
御
飯
食
え
な
が
ら
、
　
「
矢

さ
ぐ作

、
矢
作
、
顔
色
悪
え
ど
。
な
に
が

す
ん
ベ
コ

心
配
ご
ど
で
も
、
あ
ん
の
が
（
あ
る

の
か
）
」
ど
聞
え
だ
ら
ば
、
矢
作
は

「
な
ん
に
も
、
が
ー
し
エ
ん
（
あ
り

ま
せ
ん
）
」
ど
、
一
言
ゆ
っ
た
き
り

め
す飯

ば
、
か
ん
こ
ん
だ
ん
だ
ど
。
ほ
す

て
、
食
え
終
っ
て
が
ら
、
矢
作
は
、

お
が
み
さ
ん
さ
、
　
「
お
ら
ー
（
私
は
）

身
寄
り
も
ね
ー
ん
で
、
え
だ
だ
え
だ

手
間
つ
ん
ば
、
す
ど
じ
ん
（
祠
堂
銀

鱈
祠
堂
に
位
牌
を
寄
託
す
る
と
き
に

寺
に
施
入
す
る
金
銭
）
に
す
ん
べ

（
し
よ
う
）
ど
思
っ
で
、
カ
メ
コ
さ

た
め
で
お
え
だ
ん
で
ご
ざ
り
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

ほ
ん
で
、
ゆ
ん
べ
な
（
昨
晩
）
、
行

っ
で
見
だ
っ
け
エ
、
み
ん
な
、
ビ
ッ

チ
に
な
っ
て
す
た
（
な
っ
て
い
ま
し

た
）
」
ど
、
す
が
り
ず
ぐ
よ
う
に
す
て

ゆ
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、
お
が
み

さ
ん
は
「
ほ
え
ず
は
（
そ
れ
は
）
、

ち
　
　
　
ど
く

気
の
毒
だ
な
あ
。
ほ
だ
げ
ん
と
も
（
し

　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
　
し
よ
う
ず
ざ

か
し
）
、
お
前
は
、
正
直
も
ん
だ
が

ら
、
に
ん
に
や
（
今
晩
）
あ
だ
り
ま

　
　
ぜ
に

だ
、
銭
こ
に
な
っ
て
ん
べ
ー
（
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
）
」
ど
ゆ
っ
て
、
慰
め

だ
ん
だ
ど
。
ほ
す
て
、
矢
作
に
気
づ

が
れ
ね
ー
よ
う
に
、
カ
メ
コ
さ
、
銭

コ
ば
入
れ
で
お
え
た
ん
だ
ど
　
。

　
ほ
の
晩
げ
の
ご
ど
、
お
が
み
さ
ん

が
、
そ
こ
っ
と
、
起
じ
で
行
っ
て
見

だ
っ
け
エ
、
矢
作
が
、
カ
メ
コ
ば
、

ま
が
っ
て
の
ぞ
い
て
見
な
が
ら
、
「
あ

あ
、
あ
あ
、
や
っ
ぱ
す
、
銭
コ
に
な

っ
て
だ
が
、
銭
コ
に
な
っ
て
だ
が
」

ど
、
ゆ
え
な
が
ら
手
ば
だ
じ
す
て
、

よ
ろ
ご
ん
だ
ん
だ
ど
。
こ
ん
で
、
お

す
ま
え
。

カ
ラ
カ
ラ
カ
ツ
ー
ン
、
ト
ポ
ー
ン

　
む
が
す
、
む
が
す
、
あ
っ
と
ご
ろ

に
、
お
ず
ん
つ
あ
ん
（
お
じ
い
さ
ん
）

が
、
え
だ
ん
だ
ど
。

　
あ
る
日
の
ご
ど
、
ほ
の
お
ず
ん
つ

　
　
　
　
　
　
に
ヨ
に
　
　
　
　
　
　
　
え

あ
ん
が
、
山
さ
薪
取
っ
て
行
っ
た
っ

　
　
　
　
　
　
え
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
っ
ぶ
ぐ

ん
だ
ど
。
た
め
池
の
そ
ば
で
、
一
服

す
て
だ
っ
け
エ
（
し
て
い
た
ら
）
、

カ
ス
ヌ
ギ
（
樫
の
木
）
の
実
が
、
し

と
ず
（
一
つ
）
、
　
「
カ
ラ
カ
ラ
カ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ー
ン
、
ト
ポ
ー
ン
」
ど
、
池
さ
落
ず

で
、
し
と
ず
（
一
つ
）
ふ
だ
ず
（
　
二

つ
）
、
み
っ
つ
（
三
つ
）
ど
、
輪
が

立
っ
た
ん
だ
ど
．
つ
ず
え
で
、
ま
だ

■2

生
活
の
知
恵

高
橋
昭
義
（
大
平
）

干
草
刈
り

　
毎
年
、
九
月
上
旬
に
な
る
と
、
農

山
村
で
は
村
や
部
落
共
有
の
草
刈
り

場
の
干
草
刈
り
が
始
ま
る
。
め
い
め

い
、
草
刈
り
鎌
を
持
っ
て
行
っ
て
、

午
前
と
午
後
と
二
回
刈
る
。
　
一
入
で

一
日
に
二
駄
の
草
を
刈
る
。
　
］
駄
は

縄
で
縛
っ
て
六
把
で
、
馬
の
背
中
の

市
島

立
　
薔

歌

両
側
に
三
把
ず
つ
つ
け
る
。
目
方
に

し
て
約
三
十
五
、
六
貰
で
あ
る
。

　
若
い
入
た
ち
は
、
刈
っ
た
草
を
山

　
　
か
わ
　
　
　
か
っ
ぼ
し

で
半
乾
き
（
刈
干
と
い
う
）
に
し
て

運
ぶ
の
で
、
一
駄
で
二
駄
分
の
草

と
な
る
。
余
っ
た
時
間
を
、
昼
寝
を

し
た
り
、
み
ん
な
で
世
間
話
や
女
の

話
な
ど
を
し
て
、
適
当
に
楽
し
く
過

ご
す
。
大
平
な
ど
で
は
、
山
を
越
し

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係
〔
白

石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

壇

川

月斐

見
廻
り
し
田
の
面
を
渡
る
夕
風
に
葉
を
返
し
つ
つ
青

田
は
う
ね
る
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
静
枝

月
見
草
咲
く
丘
の
上
に
憩
ひ
つ
つ
汐
騒
き
き
し
過
ぎ

し
日
想
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

喧
、
燥
の
夏
も
過
ぎ
行
き
華
や
か
な
匂
ひ
残
し
て
娘
は

帰
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子

雨
あ
が
り
の
庭
に
実
ら
ず
落
ち
し
柿
掃
き
あ
つ
め
つ

つ
あ
は
れ
と
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

野
仏
は
夏
草
繁
る
丘
に
座
し
衣
の
如
く
背
に
蔓
は
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

縁
日
に
孫
の
買
ひ
来
し
や
ど
か
り
の
水
を
取
り
替
へ

て
小
原
の
ド
ベ
コ
湯
（
共
同
湯
）
に

つ
か
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

・
つ
。

　
家
に
運
ん
で
き
た
草
を
、
女
の
人

た
ち
が
庭
や
道
路
に
広
げ
て
干
し
上

　
　
　
　
　
な
や

げ
て
か
ら
、
納
屋
の
梁
に
上
げ
て
お

く
。
そ
れ
を
冬
期
間
の
家
畜
の
飼
料

に
す
る
。

　
草
を
刈
る
の
は
、
入
合
権
を
持
っ

て
い
る
家
、
つ
ま
り
、
契
約
に
は
い

っ
て
い
る
家
に
限
ら
れ
、
何
日
ま
で

は
】
回
一
駄
、
そ
の
後
は
二
駄
、
家

畜
の
い
な
い
家
で
は
一
戸
二
入
と
い

兵
　
三
　
選

7
慕
・

　　ノド　　　　　

　鼠蜜■
■

う
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

干
草
刈
り
の
場
合
は
、
草
刈
り
鎌
で

刈
ら
れ
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、

い
く
ら
細
く
と
も
、
柴
を
伐
る
こ
と

は
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
現
在
は
、
こ
の
地
方
の
ど

こ
の
家
に
も
馬
が
い
な
い
の
で
、
干

草
刈
り
は
や
ら
な
い
。
か
り
に
馬
が

い
て
も
、
昔
と
は
飼
育
の
方
法
が
、

す
っ
か
り
変
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

＋
し
草
は
い
ら
な
く
な
っ
た
。

し
と
ず
、
　
「
カ
ラ
カ
ラ
カ
ツ
ー
ン
、

ト
ポ
ー
ン
」
ど
落
ず
で
、
し
と
ず
、

ふ
た
ず
、
み
っ
つ
ど
、
輪
が
立
っ
た

ん
だ
ど
。
つ
ず
え
て
、
ま
だ
ぞ
ろ
、

（
ま
た
も
）
し
ど
ず
、
　
「
カ
ラ
カ
ラ

カ
ツ
ー
ン
、
ト
ポ
ー
ン
」
ど
落
ず
で
、

し
と
ず
、
ふ
だ
ず
、
み
っ
つ
ど
、
輪

が
立
っ
た
ん
だ
ど
。

”
匹
昨
岡
睡
旺
闘
藍
願
”
随
”
”
”
騒
匹
距
距
”
鯉
距
眺
匹
鰻
”
匹
”
匹
駐
睦
巨
距
鱒
目
髄
畦
距
巨
畦
”
鯉
襲
且

煮
干
与
へ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

豆
の
葉
を
摘
み
つ
ぐ
手
許
も
た
そ
が
れ
て
あ
か
あ
か

と
い
ま
陽
の
入
ら
む
と
す
　
　
　
　
山
吹
　
さ
く

つ
か
の
間
の
晴
間
を
急
ぐ
畑
道
に
ア
ス
パ
ラ
の
葉
は

重
く
垂
れ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

カ
ン
ナ
燃
ゆ
る
セ
ン
タ
ー
に
集
ひ
し
老
人
の
詩
吟
の

声
は
ひ
と
日
聞
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

父
も
母
も
墓
場
に
ね
む
る
今
と
な
り
尋
ね
ん
事
の
あ

ま
り
に
多
し
　
　
　
　
　
　
　
・
鈴
木
　
き
く

俳

壇

鈴
木
貞
　
一
一
選

滝
の
上
に
見
ゆ
る
滝
あ
り
仰
ぎ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
愛
領

（
評
）
　
山
路
を
登
！
．
て
大
き
な
滝
に
逢
ふ
。
そ

　
の
上
に
又
二
の
滝
、
三
の
滝
が
仰
が
れ
る
。

南
部
よ
り
津
軽
に
越
え
ぬ
夏
の
雲
　
安
藤
　
し
げ

鮎
釣
り
が
竿
を
か
ら
げ
て
川
渡
る
　
三
橋
　
扇
狂

葛
の
花
地
を
染
め
ち
り
て
夏
に
入
る
遠
藤
　
省
三

荒
畑
の
青
ほ
ほ
づ
き
や
地
に
低
く
　
大
庭
　
良
子

藷
掘
り
の
書
餉
に
旨
き
味
噌
に
ぎ
り
阿
部
み
さ
子

な
つ
か
し
き
峡
の
旧
道
夏
の
雨
　
　
佐
藤
　
梅
月

名
物
の
生
き
作
り
賞
で
明
け
易
き
　
鈴
木
　
晴
夫

一
す
じ
の
滝
お
ち
て
を
り
岩
つ
ば
め
陶
山
　
み
や

細
き
指
当
て
・
祭
の
笛
を
吹
く
　
　
選
者
吟

」
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し
ら
せ
板

お
し
ら
せ
板

桑
愈

彰
略

噺
謡

．
薇
㎜

　
夢
疑

　
塾
熱
嶺

懸禽”

琢もお
インフルエンザ予防接種i

　インフルエ）ザ’は入カレ　＼り

つる伝染病でキヌ．、乳幼児，老人

病弱の入などが肺炎などをひきお

こす危険があります。市では次の

とお1）予防接種を実施いたします

のでこの機会に受けられるようお

すすめいたします。

〉対象者　3歳以上の市民

〉料金　1人1回

　　3～6歳　170円
　　7～12歳　　240円

　　！3歳以上　370円

〉申込み　接種日の10日前までに

　市健康センター内衛生課又は出

　張所（分室）へ申込み下さい。

　なお問診書は申込の際お渡しい

　たしますから接種当日ご持参下

　ざい。

〉その他

（1扉ンフルエンザは2回接種が

　　必要です。

（2）未就学児については母子手帳

　　を持参して下さい。

市民文化祭

お
し
ら

地区名

石
河
川
平
沢
川
岡
原

　
　
　
　
鷹

白
越
齋
大
大
白
福
小

旧目

il．29

10．23

11，6

11．6

11，8

11．12

11，29

11，14

2回目

12．10

11．5

11．15

11．15

11．19

11，21

12．10

11．26

場　所
臼石市健康
センター

越河小学校

齋川公民館

大平小学校

大鷹沢小学校

白川中学校

白石市健康
センター

小原小学校

時　問

～
～
～
～
～
～
～
～

　今年も第10回市民文化祭が文化

の日を中心に市民会館で開催され

ます。多数の皆様がおいでになる

ことをお待ちしております。

　く出品される方々に…一般公募＞

この催しには協会に登録されてい

ない方も出品できます。未登録者

の出品要領は次の通りでする。

〉申込〆切　10月15日

〉申込先　白石中央公民館（岱6

　　　　　－2453）
〉出品料　展示の部に限り　1人

　　　　　500円

　展示の部

く美術・書道・陶芸・写真・甲胃

　工芸・手芸〉

　11月2・3・4・5日
くいけ花・文芸・水石・盆栽芝

　11月2・3日

　芸能の部

〈邦楽・謡曲・踊り・民謡・合唱

・器楽〉

　11月4日
〉主催　白石文化協会

　文化祭第10回記念大講演会

〉日時　10月30日　午後7時～

〉場所　市民会館

〉講演　日本ユネスコ協会理事

　　　　伊藤登先生

〉入場無料　多くの方々の参加を

　おまちします。

募 集

　働く婦人の家では後期の講座生

を募集いたします。お友達誘いあ

って申込み下さい、

〉期間　10月～3月まで
　　　　　　　　　　　　　　　お
〉受講料無料
　　　　　　　　　　　　　　　し
〉教材費　実費
　　　　　　　　　　　　　　　ら
［＞申込み　働く婦人の家　盈5一せ

　5095　10月11日まで　　　板

講座名 実施曜日 実施時間

料　　　理講座　第1・3日曜日　10，00～12，00

　　厚　　　F’　第1・3水曜日　　　1’

華　 道”　第1・3土曜日13，00～15，00

七宝焼〃第2・4金曜日10，00～12，1）0

茶道（井苓P’　第2・4水曜日　18．00～20，00

きもの着付〃　　　　r’　　　　　〃

；！奪窒　”　第1・3水曜日　10，00～12，1）0

社交タース　〃　　第2・4木日起日　13，00－15，00

手編物’F　第2・4木曜日10，00～12．〔）O

　　　　　　　　　　　　　　　お
和　　　裁”　　第2・4金曜日　1Q．00～12，00

　　　　　　　　　　　　　　　し

　　学生募集案内　　ら
　宮城県立白石高等技術専門学枝せ

では、昭和55年度学生を下記のと板

おり募集します。

［＞訓練課目・定員

　（高卒以上）

　　自動車整備2科　20名

　　経理事務科　　　20名

　（中卒以上／

　　自動車整備1科　20名

　　建築科　　　　　20名

　　ブロック建築科　20名

〉応募手続

　入学願書は専門学校、または公

共職業安定所にあります。　　　お

　白石市鷹の巣寿山木山8　字本し

　　費5－2444

ゆ
め
い
く
み
は
っ
び
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
た
ま
さ
し

日
本
へ
の
た
め
の
仏
教
カ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
美
穂

愛
さ
れ
る
言
葉
女
ら
し
い
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
　
正
平

ヤ
ン
グ
の
ヨ
ー
ロ
リ
パ
旅
行
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
快
宏

あ
・
東
北
学
院
　
カ
ル
ダ
イ
編
集
部

お
墓
の
本
　
　
　
　
　
　
須
藤
貞
夫

ザ
・
ジ
ャ
バ
ニ
ー
ズ
日
本
人

　
　
　
　
　
　
E
・
ラ
、
1
』
ン
ヤ
ワ
ー

ス
ボ
，
ク
博
士
の
父
親
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
，
ク

ガ
ン
に
な
ら
な
い
食
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
柳
達
夫

知
的
対
応
の
時
代
　
　
　
渡
辺
昇
一

自
動
車
博
士
に
な
れ
る
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
宏
司

親
と
子
の
日
曜
工
作
　
石
川
良

農
業
教
育
基
礎
講
座
　
全
三
巻

　
　
　
　
　
　
農
山
漁
村
文
化
協
会

ス
ポ
ー
ツ
写
貞
入
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
葉
谷
　
勉

女
弁
護
士
こ
免
遊
ば
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渥
美
雅
子

同
行
百
歳
　
　

山
口
瞳

魚
は
水
に
女
は
家
に
　
　
田
辺
聖
子

蒼
空
の
器
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
穣

流
星
　
上
・
下
　
　
　
　
永
井
路
子

ふ
し
ぎ
な
て
る
て
る
ぽ
う
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
野
卓
也

は
じ
め
て
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
源
寺
美
子

モ
モ
か
み
つ
け
た
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
き
か
す
こ

タ
ヌ
子
先
生
と
千
人
の
名
探
偵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
か
し
ん

の
ん
び
り
こ
ふ
た
と
せ
か
せ
か
う
さ

ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沢
　
正

なみ

のん

図
蚕
日

館

b
せ
板
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中学校の学校給食開始

　　待望久しかった中学校の学校給

　食を10月1日から、南中、大戸沢

　中’白川中、福岡中、の4校にお

おて実施します。

し　なお、白石中は昭和56年度実施

らの予定です。

せ：…

板1行政相談
　　行政相談とは国や県、市の役場

　か行っている仕事について困って

　いるとか納得がいかないなどのこ

　とがあるときに皆さんの相談に応

　じてくれるところ（機関）です。

　　行政管理庁では行政相談制度の

　一層の発展を図る趣旨から10月14

　日から10月20日までの期間を「行

お政相談週間」と定め全国一斉に周

し知徹底を推進することにしてお1）

らます。

せ　白石市でも毎月5日（休日の場

板合は翌日）を定例相談日と定めて

りますが次の相談委員の自宅や

電話でも無料で秘密を守り親切に

相談に応じますので気軽にお申し

出下さい。

○小関利雄　　（26－2106）

　住所　市内中寺前67の2

0佐藤三雄　　（25－2246）
　住所　市内番町10

おi用水路川干
し㌧””’一””’”””””’””’一一一一一一一一一

ら　10月27日～29日（昼夜とも3日

せ間）

板　期間中には各家庭周囲や占用箇

　所の溝払いをして下さい。

　　なお、火の元には充分気をつけ

　ましょう。

軟式庭球大会

第2回市内社会人市長杯争奪軟

式庭球大会を開催しますのチ名勤

参加下さい。

〉日時　10月21日（日）雨天の場合

　10月28日　9時から

〉揚所　市営テニスコート

［＞試合方法　個人戦トーナメント

〉参加資格　一般市民（白石市に

　職場を有するもの及び勤労学生

　も含む）

〉参加料無料

〉申込先及び〆切、市教育委員会

　内白石市体育協会事務局

　10月13日まで

第4回秋季市民軟式庭球大会

〉日時　11月4日（日）雨天の場合

　11月11日（日〉午前9時

［＞場所　市営テニスコート

〉試合方法　個へ戦トーナメント

〉参加資格　高校生以上一般市民

じ・参加料　無料

〉申込先及び〆切　市教育委員会

　内白石市体育協会事務局

　10月25日まで

国民年金　繰り上げ請求は慎重に

　老齢年金は60歳までに一定の期

間、保険料を納めた（あるいは免

除をうけた）方が65歳から受ける

のが原則ですが、希望によっては

60歳から65歳までの間に繰り上げ

て受けることができます。

　しかし繰『）上げ請求は、病気な

どで身体の弱い人のために特例と

してつくられたものですので「ま

わりの人がもらっているから」と

か「長生きできるかわからない」

などの安易な理由で、繰り上げて

年金を受けないようにしましょう

　繰り上げ請求をすると、表1の

ように減額され、一度請求すると

請求の取『）消しができなくなり、

65歳になっても本来の満額年金と

同じ額になることはなく、終身、

減額された年金を受けることにな

ります。

　繰り上げて受けるときは、寿命

が年々伸びていることも考えあわ

せて、慎重に請求しましょう。

　なお、本人の申し出によって、

70歳まで待って支給を受けること

もできます。　　　　　　　　お

　この場合の年金額は表2のよう　し

に増額されます。　　　　　　　り

表1繰り上げ支給の割合　　せ

　　　　　　　　　　　　　　　板
繰り上げ支給を希望する年齢　　　　　　　　　　　支給割合

60歳以上　61歳未満

61　　〃　　　　62　　〃

62　　〃　　　　63　　〃

63　　〃　　　　64　　〃

64　　〃　　　　65　　〃

65歳（本来の支給年齢）

0，58

0．65

0．72

0．80

0．89

1．00

表2　繰り下げ支給の割合

繰り下げ支給を希望する年齢

65歳（本来の支給年齢〉

66歳以上　67歳未満

67　　〃　　　　68　　〃

68　　〃　　　　69　　〃

69　　〃　　　　70　　〃

70歳

支給割合

1，00

1．12

1，26

1．43

1．64

1．88

白石市の交化財発刊

お
し
ら
せ
板

　教育委員会では、　「白石市の文

化財」を発刊しました。

　本書はB6判181ぺ一ジで、国・県

　市指定の文化財の写真を中心に

蔵王山麓の自然と風土のなかから

生れた、数かずの歴史的遺産を広

く収録し、

酢）ます。また、

状と全容が理解できるように編集

され、史跡や文化財めぐりにも最

適と思われます。なお、希望者には

1部千円で頒布いたします。

　詳細は下記にお問合せ下さい。

　白石市文化財愛護友の会事務局

　教育委員会杜会教育課内

　電話　5－2111　内線411

　　　　　　　　　　お

　　　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　り
解説を加えたものであせ

　　白石市の文化の現板
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25

〃

26

”

29

〃

30

31

区 分

健　康　相　談

1’

〃

〃

妊　婦　教　室

健　康　相　談

3ヵ月児健診

健　康　相　談

〃

”

〃

’F

〃

3ヵ月1尼健診

健　康　相　談

”

〃

”

〃

妊　婦　教　室

1歳6ヵ月1尼健診

”

〃

6ヵ月児健診
火
火

雲
口H季康健

〃

〃

〃

’ノ

3歳6ヵ月児健診

健　康　相　談

〃

12ヵ月児育児相談

健　康　相　談

6ヵ月児健診

健　康　相　談

〃

〃

〃

健　康　相　談

〃

受付時間

9：｛）0～11：00

〃

9　；30～11　：00

9：00～11：00

9二30～　9：40

9二〇〇～11：00

12；40～12：50

9：00～i1：00

〃

9　：30～ll　：OO

9：00～11；00

9：30～［1：00

9：00～11：00

05珍～04ウ
一1

9：00～11二〇〇

’ノ

9　：30～11　：00

9：00～11：00

’ノ

9：30～　9140

12：30時間厳守

〃

9：30～11：00

12　：40～12：50

9：00～1110Q

9：3Q～11：00

91U｛．1～11：01）

9　：30～11　：00

9：り0～11：00

0013ト叙ソ
】

9：3（」一11：〔）（1

9：00～11：00

9　＝5（P～10　＝00

13＝00～13＝10

9：00～11二〇〇

12　：40～12：50

9：00～11：00

9：30～11：00

9：00～11：00

9：30～11：00

9：00－11：00

〃

対象地区

全　地　区

〃

越河地区

全地　区

”

〃

〃

〃

〃

大平地区

全地　区

白川地区

全地区
’ノ

〃

厚

大鷹沢地区

全地　区

〃

1’

〃

〃

小原地区

白石地区以外

全地　区

南部　山

全地　区

斎”1地区

全　地　区

”

福岡地区

全地区
自　　石　地
白百地区以外

全地　区

〃

〃

三住蔵王地区

全地　区

不忘地区

全　地　区

〃

場 所

健康センター

〃

越河公民館

健康センター

〃

〃

〃

〃

〃

大平公民館

健康センター

白川公民館

健康センター

”

〃

”

大県尺公民館

健康センター

”

〃

〃

〃

小原公民館

健康センター

健康センター

南部小集合所

健康センター

斎川公民館

健康センター

〃

福岡公民館

健康センター

健康センター

〃

”

〃

一　婦入ホー
ム蔵王集会所

健康センター

不忘分、校

健康センター

〃

備　　考

54，6，14～
54，7．4

54．6．14～

54．7．11

53．4

54．4

51、4

53．10

54，4

　ソノ

鰯

保
2，勤．

艶健1

s－b

ポリオ生ワクチンの投与

　急性灰白髄炎（小児マヒ）予防

のためポリオ生ワクチンの経口投

与を実施いたします。

　お子さんの健康に十分留意され

定められた期日に投与を受けまし

よつ。

〉日時　1回目　11月1日

　　　　2回目　11月9日

　いづれも13時30分～14時30分

［＞場所　白石市健康センター

〉対象者

　（1〉昭和53年7月1日から昭和53

　年12月31日までに出生したもの

　（2）昭和54年1月1日から昭和54

　年6月30日までに出生したもの

　（3）前各項以前の出生者でまだ投

　与を受けていない者及び1回の

　投与しか受けてない生後48ヶ月

　までのもの。

［＞その他　①問診票は必ず記載し

　当日持参して下さい。②母子手

　帳も持参下さい。③身体に異常

　がある場合、投与前にかかりつ

　けの医師の診断を受けるなどの

　処置をとって下さい。

佛巳急患当番医
月日

7

10

14

21

28

内　　科

加藤（司）医院

5－2001

引地医院
5－2036

柿崎医院
5－2210

亘理医院
5－8501

大沼医院
5－2502

外　　科

刈田病院
5－2145

宮城医院
5－2062
加藤（大）医院

6－2653

院
1

　
　

医
1

　
一

堤
5

刈田病院
5－2145

」16


